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急
斜
面
地
等
に
お
け
る
 

施
設
構
造
物
の
設
置
に
つ
い
て
 

株
式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
営
業
部
課
長
 
泉

澤

俊

希

 

一
．
は
じ
め
に
 

日
本
国
内
は
国
土
の
大
部
分
を
斜
面
 

地
や
山
岳
地
帯
が
占
め
て
お
り
、
平
地
 

が
少
な
い
地
形
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
 

一
方
で
山
岳
地
、
森
林
、
峡
谷
な
ど
の
 

自
然
豊
か
な
景
勝
地
が
多
数
あ
り
、
三
 

四
カ
所
の
国
立
公
園
、
五
八
カ
所
の
国
 

定
公
園
（
各
数
値
は
二
〇
二
二
年
環
境
 

省
デ
ー
タ
）
を
中
心
と
し
た
自
然
公
園
 

内
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
自
然
公
園
の
 

中
に
は
日
本
百
名
山
、
日
本
の
滝
百
選
、
 

森
林
浴
の
森
百
選
、
日
本
百
景
な
ど
の
 

著
名
な
観
光
地
・
景
勝
地
が
数
多
く
存
 

在
す
る
。
そ
の
た
め
国
内
居
住
者
や
訪
 

日
外
国
人
が
ハ
イ
キ
ン
グ
や
自
然
散
策
 

を
楽
し
む
た
め
に
自
然
公
園
を
訪
れ
る
 

機
会
も
多
く
、
国
立
公
園
や
国
定
公
園
 

を
含
む
日
本
国
内
の
自
然
公
園
の
利
用
 

者
数
は
年
間
で
延
べ
八
億
九
、
三
一
一
 

万
人
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
九
年
環
 

境
省
）
。
 

自
然
公
園
利
用
者
の
た
め
に
か
つ
て
 

自
然
公
園
内
に
整
備
さ
れ
た
自
然
歩
道
 

が
老
朽
化
し
て
き
て
お
り
、
現
在
は
国
 

立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
通
 

じ
て
既
存
施
設
の
改
修
や
再
整
備
が
行
 

わ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
当
社
（
株
 

式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
）
は
、
峡
谷
 

や
山
岳
地
帯
な
ど
の
重
機
や
大
型
自
動
 

車
の
進
入
が
困
難
な
場
所
で
の
施
設
整
 

備
を
実
現
す
る
た
め
に
、
人
力
施
工
が
 

可
能
な
簡
易
基
礎
工
法
や
軽
量
化
と
高
 

耐
久
性
を
両
立
し
た
ア
ル
ミ
合
金
材
や
 

G
R
P

（
ガ
ラ
ス
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
 

ッ
ク
）
を
は
じ
め
と
し
た
製
品
を
開
発
 

す
る
な
ど
、
多
様
化
す
る
自
然
公
園
整
 

備
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
 

日
々
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
メ
 

ー
カ
ー
で
あ
る
。
（
写
真
1
、
2
、
3
) 

鼻， 
“、lI

I ,IIIII 

露
臓
ざ
 】

 
写真3 神戸市六甲台階段 写真2 大島亀山山頂デッキ 写真1 伊勢志摩横山展望台スロープ 

ニ
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
レ
ン
計
ゴ
 

工
法
に
つ
い
て
 

当
社
の
代
表
的
な
技
術
で
あ
る
ピ
ン
 

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
工
法
に
つ
い
て
 

は
人
力
施
工
と
環
境
負
荷
の
低
減
を
両
 

立
し
て
お
り
、
日
本
全
国
の
自
然
公
園
 

内
で
歩
道
や
人
道
橋
、
展
望
デ
ッ
キ
な
 

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
支
え
る
基
礎
 

工
法
と
し
て
多
数
採
用
さ
れ
て
い
る
。
 

基
本
的
な
構
造
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋳
 

鉄
で
製
造
し
た
基
礎
定
着
部
材
を
介
し
 

て
地
盤
面
に
対
し
て
斜
め
に
四
本
の
ピ
 

ン
（
鋼
管
）
を
打
設
貫
入
す
る
こ
と
で
 

所
定
の
耐
力
を
得
る
工
法
で
あ
る
。
 

（
写
真
4
) 

写真4 伊勢志摩DP基礎 

三
．
急
斜
面
地
へ
の
対
応
に
つ
い
て
 

従
来
の
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
 

工
法
で
も
、
あ
る
程
度
の
斜
面
地
ま
で
 

は
十
分
に
施
工
対
応
が
可
能
で
あ
っ
た
 

が
、
勾
配
角
度
が
四
五
度
を
超
え
る
よ
 

う
な
条
件
で
あ
る
と
耐
力
を
十
分
に
発
 

揮
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
基
礎
打
設
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数
量
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を
取
ら
ざ
 

る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
度
、
 

打
ち
込
み
ピ
ン
の
貫
入
角
度
を
見
直
し
 

急
斜
面
地
で
も
耐
力
を
発
揮
可
能
な
基
 

礎
（
ク
リ
フ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）
を
 

開
発
。
従
来
の
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
 

ョ
ン
工
法
よ
り
ピ
ン
打
設
角
度
を
鉛
直
 

に
近
づ
け
る
こ
と
で
、
勾
配
六
〇
度
ま
 

で
の
急
斜
面
地
に
お
い
て
も
ピ
ン
の
地
 

盤
面
へ
の
露
出
が
無
く
打
設
す
る
こ
と
 

が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
打
設
ピ
ン
 

の
定
着
部
材
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
か
ら
 

鋼
材
へ
変
更
す
る
こ
と
で
、
部
材
重
量
 

の
軽
量
化
を
図
り
、
斜
面
地
で
の
運
搬
 

性
向
上
も
あ
わ
せ
て
実
現
し
た
。
（
写
 

真
5
) 

写真5 クリフF基礎設置状況 

四
．
ク
リ
フ
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
z
 

の
使
用
事
例
に
つ
い
て
 

国
立
公
園
内
の
事
例
に
限
る
と
瀬
戸
 

内
海
国
立
公
園
エ
リ
ァ
（
①
灘
黒
岩
水
 

仙
郷
）
お
よ
び
山
陰
海
岸
国
立
公
園
エ
 

リ
ア
（
②
滝
ケ
磯
、
鴨
ケ
磯
）
の
階
段
 

歩
道
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
。
 

①
灘
黒
岩
水
仙
郷
で
の
施
工
に
つ
い
て
 

は
、
急
斜
面
地
沿
い
に
周
遊
す
る
階
 

段
歩
道
の
基
礎
と
し
て
設
置
。
従
来
 

の
ピ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
工
法
 

で
は
所
定
の
耐
力
を
得
る
こ
と
が
難
 

し
い
こ
と
と
、
斜
面
上
へ
の
運
搬
手
 

間
の
低
減
を
図
る
た
め
に
採
用
さ
れ
 

た
。
（
写
真
6
) 

、
、
・
、
 

●

 

一 

さ－. 

‘
・
 縄いH~ 

「一に．,－「二7 
一ー‘ ンlq‘り4七 

i 詫ュポI兄 

写真6 灘黒岩クリフF基礎 

②
滝
ケ
磯
、
鴨
ケ
磯
の
階
段
歩
道
に
つ
 

い
て
は
急
傾
斜
地
へ
の
基
礎
設
置
の
 

他
に
、
擁
壁
付
近
に
基
礎
設
置
が
必
 

要
な
場
所
が
あ
り
、
従
来
の
ピ
ン
フ
 

ア
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
工
法
の
ピ
ン
打
 

設
設
定
角
度
で
は
擁
壁
側
で
の
ピ
ン
 

を
打
設
す
る
際
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
 

が
取
れ
ず
、
擁
壁
側
か
ら
の
ピ
ン
打
 

設
貫
入
が
困
難
と
な
っ
た
。
そ
の
た
 

め
打
設
角
度
が
鉛
直
に
近
い
ク
リ
フ
 

フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
工
法
を
擁
壁
 

付
近
の
基
礎
に
採
用
す
る
こ
と
で
、
 

擁
壁
か
ら
の
ス
ペ
ー
ス
が
小
さ
い
場
 

所
で
も
基
礎
を
打
設
す
る
こ
と
が
可
 

能
と
な
っ
た
。
（
写
真
7
、
8
、
9
) 

ゾJ 

‘， 

写真9 鴨が磯 

'l 

写真8 滝が磯全景 

写真7 滝が磯基礎 

五
．
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

日
本
全
国
の
著
名
な
観
光
地
や
景
勝
 

地
に
は
眺
望
の
良
い
場
所
が
つ
き
も
の
 

で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
所
に
は
急
 

峻
な
斜
面
や
切
り
立
っ
た
崖
地
の
上
に
 

あ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
滝
の
付
近
 

や
山
間
で
は
資
材
の
運
搬
に
も
難
儀
す
 

る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
こ
の
度
開
発
し
 

た
基
礎
工
法
が
こ
う
い
っ
た
場
所
で
の
 

整
備
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
 

る。 ま
た
急
斜
面
地
の
み
な
ら
ず
、
水
中
 

や
樹
木
帯
な
ど
の
施
工
が
難
し
い
場
所
 

に
お
い
て
も
、
よ
り
良
い
工
法
や
製
品
 

を
提
案
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
研
究
開
 

発
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
。
 

泉
澤
 
俊
希
●
い
ず
み
さ
わ
 
と
し
き
 

大
学
在
籍
時
に
保
全
生
態
学
（
研
究
テ
ー
マ
 

は
カ
エ
ル
）
を
専
攻
。
地
方
自
治
体
に
事
務
 

職
と
し
て
就
職
す
る
も
環
境
保
全
と
観
光
利
 

用
と
を
両
立
す
る
事
業
に
興
味
を
も
ち
、
株
 

式
会
社
ラ
ス
コ
ジ
ャ
パ
ン
へ
転
職
。
現
在
は
設
 

計
事
務
所
や
官
公
庁
な
ど
へ
の
設
計
提
案
お
 

よ
び
営
業
に
従
事
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
か
 

ら
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
東
奔
西
 

走
を
続
け
て
い
る
。
 

趣
味
は
登
山
、
乗
馬
、
ボ
ー
ト
（
R
O
W
i
 

n
g

）
、
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
と
し
た
ス
ポ
 

ー
ッ
全
般
。
柔
道
二
段
。
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